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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年11月30日(2017.11.30)

【公表番号】特表2016-535741(P2016-535741A)
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【手続補正書】
【提出日】平成29年10月23日(2017.10.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配列番号１のアミノ酸４２～３３３に少なくとも９５％同一なアミノ酸配列を含むエン
ドグリンポリペプチドの有効量を含む、線維性障害を処置または予防するための医薬組成
物。
【請求項２】
　線維性障害が、肝線維症である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　肝線維症が、肝硬変、アルコール性肝線維症、胆管損傷、原発性胆汁性肝硬変、感染性
肝線維症、先天性肝線維症または自己免疫性肝炎である、請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　感染性肝線維症が、細菌性またはウイルス性である、請求項３に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　エンドグリンポリペプチドが、配列番号１のアミノ酸３７９～４３０からなる配列を含
まない、請求項１～４のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項６】
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　エンドグリンポリペプチドが、配列番号１の２６～４２のいずれかの位置に対応するア
ミノ酸から開始し、配列番号１の３３３～３７８のいずれかの位置に対応するアミノ酸で
終止する配列に少なくとも９５％同一なアミノ酸配列を含む、請求項１～５のいずれか一
項に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　エンドグリンポリペプチドが、以下：
ａ．配列番号１のアミノ酸２６～３４６
ｂ．配列番号１のアミノ酸２６～３５９、および
ｃ．配列番号１のアミノ酸２６～３７８
からなる群から選択される配列に少なくとも９５％同一なアミノ酸配列を含む、請求項１
～６のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　エンドグリンポリペプチドが、以下：
ａ．配列番号１のアミノ酸２６～３４６
ｂ．配列番号１のアミノ酸２６～３５９、および
ｃ．配列番号１のアミノ酸２６～３７８
からなる群から選択される配列に少なくとも９５％同一なアミノ酸配列からなる第１部分
と、配列番号１に非相同な第２部分からなる、請求項１～７のいずれか一項に記載の医薬
組成物。
【請求項９】
　エンドグリンポリペプチドの第２部分が、ＩｇＧのＦｃ部分を含む、請求項８に記載の
医薬組成物。
【請求項１０】
　エンドグリンポリペプチドが、ダイマーである、請求項１～９のいずれか一項に記載の
医薬組成物。
【請求項１１】
　エンドグリンポリペプチドが、ホモダイマーである、請求項１～１０のいずれか一項に
記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　エンドグリンポリペプチドが、配列番号１のアミノ酸３７９～５８６からなる配列から
の連続した５０を超えるアミノ酸を含まない、請求項１～１１のいずれか一項に記載の医
薬組成物。
【請求項１３】
　エンドグリンポリペプチドが、ヒトＢＭＰ－９に、１×１０－９Ｍ未満の平衡解離定数
（ＫＤ）または１×１０－３ｓ－１未満の解離速度定数(ｋｄ)で結合する、請求項１～１
２のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　エンドグリンポリペプチドが、ヒトＢＭＰ－９に、１×１０－９Ｍ未満の平衡解離定数
（ＫＤ）または５×１０－４ｓ－１未満の解離速度定数(ｋｄ)で結合する、請求項１～１
３のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　エンドグリンポリペプチドが、ヒトＢＭＰ－１０に、１×１０－９Ｍ未満の平衡解離定
数（ＫＤ）または５×１０－３ｓ－１未満の解離速度定数(ｋｄ)で結合する、請求項１～
１４のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　エンドグリンポリペプチドが、ヒトＢＭＰ－１０に、１×１０－９Ｍ未満の平衡解離定
数（ＫＤ）または２．５×１０－３ｓ－１未満の解離速度定数（ｋｄ）で結合する、請求
項１～１５のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
　エンドグリンポリペプチドが、ヒトＴＧＦ－β１にも、ヒトＴＧＦ－β３にも、ヒトＶ



(3) JP 2016-535741 A5 2017.11.30

ＥＧＦにも、ヒト塩基性線維芽細胞増殖因子（ＦＧＦ－２）にも結合しない、請求項１～
１６のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
　エンドグリンポリペプチドが、エンドグリンアミノ酸配列を含む部分に加えて、以下：
in vivo安定性、in vivo半減期、取込み／投与、組織の局在化または分散、タンパク質複
合体の形成および/または精製、の１以上を強化する１以上のポリペプチド部分を含む、
融合タンパク質である、請求項１～１７のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１９】
　エンドグリンポリペプチドが、イムノグロブリンの定常領域および血清アルブミンから
なる群から選択される部分を含む、請求項１～１８のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項２０】
　エンドグリンポリペプチドが、イムノグロブリンＦｃドメインを含む、請求項１～１９
のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項２１】
　イムノグロブリンＦｃドメインが、ＥＮＧポリペプチド部分に、リンカーによって連結
されている、請求項２０に記載の医薬組成物。
【請求項２２】
　リンカーが、配列番号３１（ＴＧＧＧ）またはＧＧＧからなるアミノ酸配列からなる、
請求項２１に記載の医薬組成物。
【請求項２３】
　エンドグリンペプチドが、以下：糖化アミノ酸、ＰＥＧ化アミノ酸、ファネシル化アミ
ノ酸、アセチル化アミノ酸、ビオチン化アミノ酸、脂質部分に結合したアミノ酸、および
、有機誘導体化剤に結合したアミノ酸、から選択される１個以上の改変アミノ酸残基を含
む、請求項１～２２のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項２４】
　静脈内、筋肉内、動脈内、皮下または経口的に投与される、請求項１～２３のいずれか
一項に記載の医薬組成物。


	header
	written-amendment

